
二

小
学
校
用
教
科
用
図
書
（
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
年
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
七
号
）
に
基
づ
き
教

科
用
と
し
て
編
修
さ
れ
た
図
書
を
い
う
。）

教

科

受
理
種
目

受

理

単

位

期

間

国

語

国

語

第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
用

平
成
二
十
五
年
五
月
十
四
日
か

ら
同
月
十
七
日
ま
で

社

会

社

会

第
五
学
年
用
、
第
六
学
年
用

算

数

算

数

第
一
学
年
用
、
第
二
学
年
用

音

楽

音

楽

第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
用
、
第
三
学
年

及
び
第
四
学
年
用
、
第
五
学
年
及
び
第
六

学
年
用

家

庭

家

庭

第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
用

国

語

国

語

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
用

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で

社

会

社

会

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
用

算

数

算

数

第
三
学
年
用
、
第
四
学
年
用

理

科

理

科

第
三
学
年
用
、
第
四
学
年
用

図

画

工

作

図
画
工
作

第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
用
、
第
三
学
年

及
び
第
四
学
年
用
、
第
五
学
年
及
び
第
六

学
年
用

体

育

保

健

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
用
、
第
五
学
年

及
び
第
六
学
年
用

国

語

国

語

第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
用

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
八
日

か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

書

写

第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
用
、
第
三
学
年

及
び
第
四
学
年
用
、
第
五
学
年
及
び
第
六

学
年
用

社

会

地

図

第
四
学
年
か
ら
第
六
学
年
用

算

数

算

数

第
五
学
年
用
、
第
六
学
年
用

理

科

理

科

第
五
学
年
用
、
第
六
学
年
用

生

活

生

活

第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
用

平成™›年�月™›日 火曜日 第œŸ›Ÿ号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
八
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
日
光
市
上
栗
山
字
山

口
二
七
の
二
、
三
一
、
三
五
、
四
四
、
六
九
〇
、
六
九

一
、
字
タ
テ
ノ
二
八
一
、
六
〇
一
か
ら
六
〇
五
ま
で
、

六
一
八
の
二
、
六
一
九
、
六
二
一
、
六
二
二
の
一
、
六

二
二
の
二
、
六
二
三
か
ら
六
二
九
ま
で
、
六
三
一
か
ら

六
四
〇
ま
で
、
六
四
二
、
六
四
三
の
一
、六
四
三
の
二
、

六
四
三
の
三
、
六
四
四
か
ら
六
五
一
ま
で
、
六
五
三
か

ら
六
五
九
ま
で
、
六
六
一
か
ら
六
七
〇
ま
で
、
字
ア
カ

ヤ
五
五
三
、
五
六
一
、
五
七
二
の
一
か
ら
五
七
二
の
三

ま
で
、
五
七
八
か
ら
五
八
一
ま
で
、
五
八
三
か
ら
五
八

五
ま
で
、
五
八
七
か
ら
五
九
〇
ま
で
、
五
九
一
の
一
、

五
九
一
の
二
、
五
九
二
か
ら
五
九
四
ま
で
、
五
九
七
か

ら
六
〇
〇
ま
で
、
六
〇
七
か
ら
六
〇
九
ま
で
、
六
一
〇

の
一
、
六
一
〇
の
二
、
六
一
五
、
字
松
木
平
六
一
一
か

ら
六
一
四
ま
で
、
六
一
六
、
六
一
七
、
六
八
三
、
六
八

四
、
六
八
六
か
ら
六
八
九
ま
で
、
字
三
沢
六
七
一
、
六

七
二
、
六
七
四
か
ら
六
七
六
ま
で
、
六
七
七
の
一
、
六

七
八
の
一
、
六
七
九
の
一
、
六
八
〇
の
一
、
六
八
一
、

六
八
二
、
八
一
三
か
ら
八
一
五
ま
で
、
八
一
六
の
一
、

八
一
七
の
一
、
八
一
八
の
一
、
八
一
九
の
一
、
字
唐
沢

八
一
〇
の
二
、
八
一
〇
の
三
、
八
一
〇
の
五
か
ら
八
一

〇
の
一
六
ま
で

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
下
益
城
郡
美
里
町
豊

富
字
肉
伏
一
七
四
九
の
一
、
一
七
五
三
、
一
七
五
六
、

一
七
五
〇
の
一
・
一
七
五
四
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い

て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

肉
伏
一
七
四
九
の
一
・
一
七
五
〇
の
一
・
一

七
五
三
・
一
七
五
四
の
一
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
美
里
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十
九
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、生
物
学
的
製
剤
基
準（
平

成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

医
薬
品
各
条
の
部
洗
浄
人
赤
血
球
浮
遊
液
の
条
４
中
「製

造
後
2
4時
間

」
を
「承

認
時
に
定
め
ら
れ
た
期
間

」
に
改

め
る
。

医
薬
品
各
条
の
部
解
凍
人
赤
血
球
濃
厚
液
の
条
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
本
質
及
び
性
状

本
剤
は
、「
人
赤
血
球
濃
厚
液
」
に
適
当
な
凍
害
保
護
液
を
加
え
て
凍
結
保
存
し
た
も
の
を
解
凍
後
、
凍
害
保
護
液

を
洗
浄
除
去
し
た
濃
赤
色
の
液
剤
又
は
当
該
液
剤
と
適
当
な
赤
血
球
保
存
用
添
加
液
を
混
和
し
た
液
剤
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
混
和
液
」
と
い
う
。）で
あ
る
。
混
和
液
は
、
静
置
す
る
と
き
、
主
と
し
て
赤
血
球
か
ら
な
る
沈
層
と

澄
明
な
液
層
と
に
分
か
れ
る
。
液
層
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
よ
る
着
色
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。

本
剤
は
、
交
差
適
合
試
験
用
血
液
（
セ
グ
メ
ン
ト
チ
ュ
ー
ブ
）
を
付
属
す
る
。

医
薬
品
各
条
の
部
解
凍
人
赤
血
球
濃
厚
液
の
条
２
・
３
中
「除

去
す
る

」
の
下
に
「。

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
赤
血

球
保
存
用
添
加
液
と
混
和
す
る
こ
と
が
で
き
る

」
を
加
え
る
。

医
薬
品
各
条
の
部
解
凍
人
赤
血
球
濃
厚
液
の
条
２
・
４
中
「洗

浄
後
の
赤
血
球

」
の
下
に
「又

は
混
和
液

」を
加
え
、

同
条
３
・
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
．
２
総
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
含
量
試
験

一
般
試
験
法
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
定
量
法
又
は
こ
れ
と
同
等
の
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
と
き
、総
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
は
、

2
0
0
m
L
全
血
採
血
由
来
当
た
り
1
4O
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

医
薬
品
各
条
の
部
解
凍
人
赤
血
球
濃
厚
液
の
条
中
３
・
３
を
削
り
、
３
・
４
を
３
・
３
と
す
る
。

医
薬
品
各
条
の
部
解
凍
人
赤
血
球
濃
厚
液
の
条
４
中
「製

造
後
2
4時
間

」
を
「承

認
時
に
定
め
ら
れ
た
期
間

」
に
改

め
、
同
条
５
・
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７
．
赤
血
球
保
存
用
添
加
液
を
混
和
し
た
場
合
は
そ
の
成
分
及
び
分
量

医
薬
品
各
条
の
部
解
凍
人
赤
血
球
濃
厚
液
の
条
５
・
２
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
．
赤
血
球
保
存
用
添
加
液
を
混
和
し
た
場
合
に
は
そ
の
名
称

医
薬
品
各
条
の
部
ｐ
Ｈ
４
処
理
酸
性
人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
条
３
・
１
中
「３

．
２
～
４
．
２

」
を
「３

．２
～
４
．

５

」
に
改
め
、
同
条
３
・
７
中
「1

0
m
L

」
を
「免

疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
Ｇ
0•
5O
に
相
当
す
る
量

」
に
改
め
る
。

›


		2012-07-23T14:59:31+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




